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『朝鮮民族主義の政治学』

を仁：hong-sikL眠、 ThePolitics of Korean N，αtio- _ 
na!ism. U. C. l're,,, Univer日tyof ( ¥,Jifornia. 
Berkeley, l日63,342p. 

朝hドの iう 長：植民J也状rmにわっ ι国 0＼歴りょえ，J子、
るには，その国の民放運動がどのように生起し展開した

かを検討することが重要と思われる。

本ぷは！S76 194日平I三る70年！，＼Jのが！鮮れ政治’円を以

た1のあ竹 士）陪J ＇：朝 ~r'fの政治川、朝鮮人の側が

らみれば 民紗；としての；菌、識の確立と独立のための聞い

であった。朝鮮が巡れた社会構造のうりに／l＼，迷L(I, /:. 

二J－－武りを i.つーる激l世界政ii'，のLL中t二投ドーi主主lI, 

＿＼代（じさじらJlナニtl、ぅ：とと， kた出j鮮か支配したの

がI唯一の非丙欧列強たる日本であったことが，その民族

遇面Jに他0)11/f民地恥骸主義と［？（ 日ljjる性絡を与えにじ

へ〆シ，，パ二ア J、学除di学れの助教問で、プ〆るミ雪印ま‘

〆ーの｝う JC外十＇1＇を＇，ョ土抑制 'cc－，民杭運向う：，－の：・ ij （ご展

開していったかを，民族運動の中で指導者j脅が果たした

役割，かれらの政治行動のハタ－ ：， なとの分析を通し；

¥i:近 J ょうと てし！泊。と才，＿，；本，1；のνl徴dノ J J午7～

-~ L ふと l え 1 う。

著者李助教J受は朝鮮誌はもちんん，中国語， LI本訴に

も持t能で，書中に.~：：：宮な文献一一特に日本 •｝） 1！／￥高llllti：ャ

fふ督If)の，；，＿＇.録 -7'., ,}I 11]ヰれ、政治学百考かこffr'/,i，三＇；

l、て な 1ら！、 ζ ＇7/J，－（実；t的行歴則論文：こf：ってい

る。

本書のもろ一つの特徴ば1919年以後））海バーにおける，：，11

U民日、主従者•！＜舌刊：乙よりめ 大：な、ペースが＼力、i

C L、シこと・（おる。

3・1 運動に対する徹底的な弾圧fi，朝鮮圏内の運

動そはほ恨こでき’にしスしまった。そっ後，民事主義K,

ι海Jトで」日、抗iる（！”t-,-i，ミつどのCあ／｝が， モ(T；向外；，r;
<i<Jはは果どしー，r' } F工， F年観的には本闘の地位ゃなλ九

改善するものでなかったし，民族運動が陀接の目的とす

る独立は，かれら民族主義者自身Lよってi川ミfごJえら／ L 

s:.iJ fこ そ l ,-tニゾI・),- -/j生 ＆＇） ~if]鮮r ）~家 i ］海外のl＜；族主投

自の叫i!iji二あ：り大Jfょvl：意今払、ていない 1かし

中国はなんらかの形で本国と関係をも宇ゾコ J j行動しうる

書評

i唯一の場所であったから，この地で多くの民族主義者が

独立運動に↑白熱と生命を注いだのである。

；持者けこり’J地＇.）朝鮮民放主義白ーの隣合集散のうじに，

朝鮮O_;j宅族地動μ内包L-c1，、f：的々の間開を解明する絶

好の資料な見いだしているように忠われる。

日とmで本警の大筋を紹介し， 1v-0若干の，M，＇＜忽な付記

ー斗－ ' 'j ,, 0 

日

「日本が朝鮮を征服し支配したことにより，朝鮮民抜

主義は覚限し確立したο 日本は朝鮮民族主義にとっ C青

定（印7ふだん：最も力強し、急激一ー民放、の！放であっfニlo

ノも－，＿も！己族主義,le土j,//:.7，ろかf 著者に 1J-lA仁「一

民候の構成員であるという意識一一（民族的一体感〕」，

あるいは「民族の力，自由，繁栄を靖進させようと？る

欲求jとあ；：，0 よしでさムに，民族主義（土歴同（1¥JJ1（開と

し二 A のnr,持，＿ I；｛出！jさ士、ら。土な！〉ち伝統的見！法主義

と近代的（あるいは積極的〉民族主義である。

伝統的民族主義は「最初の〔外国勢力あるいは文化の）

伝汚お 1ぴ！ 'i 領乙対寸るjl~jι 外国iハ政治的あるL 、必経

新（l'J強制の1，打撃／C －ハ L 行動によ 3 てう l~;i'cj こ汽）1,, ）＇.，初湯！

の暴動、急速な文化的変化によってつくりだされた緊張

および欲求不満の心E里的または感情的はけ口となる土着

的，救iii.主的運動jI二ょっとttl名づけらJiる、そO;c）て弦

(•[ J¥l』決t≪狩うあろ。 1S76"i:li司国iて以来1910¥jciこヨざる朝
鮮民放主義ti，おおむ‘ね土の伝統的t込族主義の性格毛了4〉
づていTことい勺てよいO その最初の燦発は1894年♂J東学

免F：コ百Lむあ之＞ o 北：学党：r主~＜教自司！な結fl

"Iり暴，frりにiよ、“外国人恐村iiゲ，たf企十持がi良淳－仁、 主：s＇防0)
後！ザJiこは反日スローガンが扇動に使われた。 1894～96年

日本は初めて朝鮮を支配し，武力によって近代化しよう

とした／メ，右足えって明鮮民}j!i:OJ｝又感〆心強めたりこれ惑1n

(T)うt，：＇；，ら民族 λ1識が応l：、えてぞた こ内とま？の民族主

義の特都、は今わめて保守的な性格のものだった。すなわ

九， このとき日本に対する敵対的感情を醸成し，民主主走、

識。形成に ）］あったF) ＇工，閣 4,＇.］）鯖伐と11三髪<l）禁11!：.「
t i H己；J…はと〆七土砂20年！；司朝鮮政治のii，＼＼の中心に
おり，義父fてる大院君と織再！！に闘った。かの女の暗殺者

が円本人でなかったら，多分この殺人事件は一般感情セ

たωぶ！＇，せよこり Lな点、っt-_7＿） う～治、 1／）女は専fHJ独裁的九一
絞階0-） ゐ部分でコJ，り，内めと失政にZさきょ主まれてし、た。

かの女の関心はほとんとeの場合朝鮮人民の幸福で、はなく

かの女とその一旗の力な高める」とだった。」また，弁ーに

9ラ
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は「；~－れに劣ドJr保守的象徴であった。たとえ急進的／＂（
政：？と lれ： ＇－＇も〉と %｝，A!;的Jムii本ヘ助＇ ilrが」のl;IJ院長
/ B命じ作かーこと l 亡仁商i吹；＇＂,Jt，忠想、官官？.・＇朝ff:--_ 
J季世））主主れるようになれば漸次消滅寸ベ l予ものだった」

「J一？あ：：.o

fの l、うfょ民族l；義t・・-_ ：＇；けゐ保守的性れ（フ優 J立は，，：01

鮮の近代化に決定的に攻要だった1876～1905年c7)30年間

:>Jtt'.i:＇せに J ま Jfこ0 JK96-98主ト y改y；命名，，）失敗＇）

原閃も かれf',O＿＞ 告オ〉めて認健な政管が川J任研川：ItI )c!J 

出ゐ政府♂）よ〈受：ナ人オしるものでなル諭つたということの

: ：.、に上di二う＇，一．自 ＇：c

朝鮮♂J民在主主義ウ：」、わゆる近代的よ冬族主喜主：こ移？こjll 二

のは，併合以後のことでめる。 1910年朝鮮ケ併合したH

1：土，武力介 hっ 朝 lfソ近代化を九いど そ＇）近代化

は朝鮮人の利益をまったく無視して行なわれたが，凶内

［斗なん•）民 iUミ義ふ！社組織をもになかった朝鮮人は．々の

JtJt精仰を［！j:,Jさ.1］－なが l第 i次大中tのれ末をJHえ7

アメリカ大統領ウィルソンの民族主義コヤ呼ヅ水に勃発

- Jこのか， E1J9年、＇） 3・1運動である。朝鮮の廃rたのう

ての刈？［引こ1本来＇！ 意11.j、C民！／、運じと呼il.:h-",11え

初のものであった。この運動で「朝鮮の民族主義はその

行実なj己歩Fi道にCi~み；） .'cf!_ loこれは作制約，）民Ht!:

ぷ，:I:.近代的代作主災の込i:fifこ；二いつ t 。近代酌1·~族；｝議

はつぎのような特徴をもっ。「（1）白治令明確なLl標とす

(2！一体：1¥c，）認ぷ。（；；1民族主義者ノy!0l lYJ古，；JiH：す心 L
？の永続的t.：政治連帯o,le展.,4Hl1;o：層：r.fciけら11§'!,'J.:1と

された分子の支配。（5）近代的政治価値J/1.I念の支配｜で

：へる。 二の

のは，つ争Jのτ了ν ）0）革喜t週（「よると考え fy;/L芹0 -.r-なわ九
日本および西欧との綱大する私ぴ－) :5人新しいエ ＇）』卜

）出現 朝fl(，こお； iるil木人rノ絶i'＼＇る有在， ～あ.~

前2者は緊¥'1'，＇：こ結びついている。円本一学 λ戸学生7こ

らは日本に；；；：；ける弘済的，技術的，知的進歩をふる ζ ［~J

I''; Iこ朝たlの特進性許認01・11た かが〉は本語f二川るこラ

古いエりートに代わって民族の指導者になった。また，

指導者＇）転i典士力抗った：•）はトリス i 教えむあど＇ O 術教

1:,, だちにキ，，スト巴想［o:；，＿ではく内ff'J＇.のiI 出j想、伎を伝え

たので，市い世代のかなりの指導者？は布教師たちとの接

iH1:'通［て， えの比l；慰tJ,1ウ様ベをえ三一た【

世界中の川氏地11~族キ設者；パ商f"'J；苧］強ずるし JJ‘白人還

を全体として疑いの日で見といたと｝，朝。鮮の民族主主主

r::1:.西ヮ：をド｜由主長と持：iい土明小川J:fi；；とJ-,.!,. L ,-，，、

仕 西欧列強と日本との衝突九不可避とアピ（／少しが朝鮮

96 

の独立やもたれずと考えた民挟主義者は，すベヤの国際

会，，1＼によ九日しλ。しかし西欧は朝鮮い無関心だった。失

望（たF~核主義者Tどとら々ためは，マルクス主義であ l

fこc かれらは闘をまず~え，それから｛同人を考えるよう

に午つれ。朝鮮の［（5'）：主浪者はその行動では強い自己中

心1‘義所不；したが，｛出念的こは似人σ、立場！，・認山a：.方、勺

fニ。これら民狭運動の白由主義，急進主義には欠けたも

の！！ιあ pf二。 二れ：－，，よずーくて輪人品 Cあった。 i；明鮮の：

う~＇保守主義れ深〈似ざ L た国ー乙 J干のような思惣は·n

tf-tや行動まむ容易に変えるものでなかった。
:1番IIノ｝要ぷー←朝鮮fお十fる日：手、人ゎ絶えと、，Q存在

ーは朝鮮の民放主義；こ積極的‘否定的阿国の彩響を与

えに。 -'Jiに，臼本人の；強度は朝鮮人の誇りを傷つけ，
経済部でb〕日本人とび p競争法，七れが朝鮮人の討しさ

原閃であることを思わせた。他方，日本の進ん行企業，

生i,f;様式は，開鮮人心模：下色合示 l, i両じ利益を得るため

に独立心）j／，主f字企欲しjそし弘、7ニ。

ニのようにして朝鮮における近代的民族主義は成立す

るつであと》が，すでに述へたように：1・1辺動：ιiすする

i殻，J＼的t:1J!l＼在日本［±4"－お： J－る民族主義的活：i坊をうわめ；

困難にした。 1919年以後，朝鮮における政治的制限は岩

下－，V和 ε わるつ：，独立をλi/j求する運動は工シLに •Jtii圧され

たF 1 次大戦後の臼本帝国の力のよりい「ぞうの増大

は，民放主義者の活動を小毛にした。 1931年満州事変の

勃加工日本の軍国斗義｛とた促進し， J；一れか車／j鮮｛二及ふ；二

子去り，凶内での民族主義者の活動はまったく不可能にな

っにo1.(;}j），：主義者め活動以，中閣を中心として続行され

ること：なる。

（注 1) ！~月鮮の貴族階級。

ill 

中国今中心とする朝鮮の民放運動は 1919年より1945

年まで25年間続いた。が，臨時政府を中心とする民族主

義よーのiん伽；、の足後にでる主守派閥争し、点、ら抜け出r
こトtJ，・でミ主？品、ゥT亡、

3・1運動当時，満州に60万，シベリアに40万，アメ
リりに山川， I a海：・－ •I伐｝シ，＿，朝鮮人がおり，それぞれ犯zl'I

の行動をとっていたが，主fこる流れは，

(l) jlc＼装派 1919ヘ 311干今ま v、Jの武装派は，主として満

チII, V，；』）ア；一い允10：兵（；） 2〕（／）流れ F士く j」も ι甲、三， ん

いf本｛制UI士色対する忠誠を維持し，保守的な民族主義者だつ

Fこ｝こ F. J）也竣hは！毛y＇主主j主のr乏J必が激しカ、一〉たが， 三ヘ
リアの民族主義はその中？？あ勺てソ述派と伝統派が衝突
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し消滅 1 てし l 1二c 残＇ '. , ＇のも 1ιrn,rてi:でζiIt二軍

に婦潟された。

（~， ヤ伝主弐引 かJlr. t土ザメ 1）サ1にl、た十i本l灼ド3を

中，L、）：トるも0 ..町朝鮮下Ji））：二よる新供心不可誌と，＇，

i河欧列強村にγj1）カト二｝訴えることによ I／，独立なかち

1-lH円としたιかれらは194間三に預る十fぺ点、れら｜’l身

のilf:1/,1f’いをぶ：， ＿；しとしな-j: '・ '1主伝日'C,り：従事L、武力

による解放の怠義を認めようとしたか－・，た。

(3) 漸if主主義計 1919～21年のIHJ,I川河政府の均質上

のf＼＇：よ汁であ f二’ン・，， ホ九グ＇ ,'; で，世界；i大

強悶たる日木l二抗寸るには，朝鮮「11本，合経済的に強化し，

組織的な力のJ印後ψ，;i‘らねばなら九六、と1うえていた。

1u-_,,:i派［ :. , ・(191'111 L i毎に此1111政府が品＇； r，＼＇：＼れ

たが，各派l土主..，たく J)ij々 に行目VPイどとつ山Cし、fこ♂Jで統」

はt是統与♂｛e:・r, 1921今4に：主与1くも名日上f三： J♂） ｛，のと／工
「＇：. 1921～：： 1 :r一】 J間. ere' 

かつたο運動ゾピ統一しようと十る試みが幾度となくなさ

れ，隣国労兵会，閤£＼；＇；代表会なと ＂O）組織がf'rられたが、
たU J瓦解 l 〆 まっjι ょの間， ,:i11111r～民主主選•I•，；：は

新しい著書素が加わった。ソウェトの成＼／:I－~fドち共月：ニヒ.i'ii

の影響であるυI二海にも共産化する民政：:t義者が多く j;.;_
り． I，一イlの対」 '. if:閥争L、：て0.をそj ← ニρ＇） kj、：・

書評

土、つぎ仁：と；作者をvu1・J1きつけ九Wd生のおijである

こと」。しかし援助を得るには力を示寸必要がある。か

〈「かれは派閥争い合ぜねばならt：：しイヲ：ナてFある。しか

し もっ土木町的なf;/[S＼がある。争点i心員gにむけーる民族道：

動は，外国勢力と結びつく｜日体制に士、j'-J-る徹氏的な闘い

γヤ過してのみ，つまり近代化という役訓を来た寸ことに

上川そのり／，，十分γーたFilずるこ正ぷできノト＇）であ之 y

が，朝鮮の場合，対決す句べき外圧が武力的な近代化を｛jー

なおうとしたので，それに対抗した民族運動は内部に｛様

、）’ヒ義の1'I協会保持 1 j＇；ずなオ〉（～対決・l'. ¥If 1体；r,IJ

がむしろ民族運動の中に持ち込？とれたの派閥千九、はIll社

会の生存様式であった。

ら~2 にイデ寸ロギ ！？，問題で iうどれ 192711 I似の容共

勢力が統一月~線を組んだとき，参加ミピ拒汗 1λ ア／＂ヲ

十ンホは「共E主主義者は行動の背後にかなりの潤！論をも

,・' ，運動Jどりにって1、みいわれj山氏族主義 1什、かれr,

；ょよJ抗すご＇／；.： ,¥' ，！こ政治応l引をうん／一三ねばt；；、，：＇よい」と

述べたがヲこれは当時の伝統的民放2主義者一般にいえら

であ〕j 民主主主災j：外国古川止、の抵抗い、うこと

バ〉のア久子11iてい／./: J，，そ！）＼］ti的基燃はlj危弱だ勺

た仁ぞれレJ,;.：.，進んだ文明を見せつけーられ，朝鮮の実情

1931牛J筒州事変υl、μこI）’民り主運動カ、句｛’考うL、弐叩＇，；Y,, ' i淫 、l司力1曽iιt二〉とめi，，どする勤ミ｛〉あつ7こし他方で

J』とllltミ普にT立戸）／＇ニ l、 l土Ilrn{f今U、後， 1:,くの民族主義者が共産主義に投じてい

h¥: 111x線のf，＇，成 2急がJ: /: ・' ＇，右首長：ーた予く主パリ！，
止に，・＇，.： .，ナ：J 「判：DY'J'f治に対一ト乙共産？？宅，）＂）進出口

i包心的な）） ヤJ1:ci大きー土，／
こO'):I与l明にl土1r」J正！）：多数、斗＇r.1i／，よろi乙tぷ dたC会派け朝

第；iに木関口〉基盤から離れてL、fニ民族主義者は，写字易
鮮革命党を設立し統ーしたc 右派はそ：hiこえ什jしして隣国

申 仁外国列知グフ］によれ独交をかムとろという型、煙；こ落札
国民 .＇i・＜つく l 比一Lt: Lかし， Jす とい r ：。突

',t＂..。メ・・fl，－，の力rノ＇｝1Fと子育凶11本の強た3がそれわ
は Ji （~＇｝千f ζ ：， L Jゲ L Tの｛何人（（；（，，＇； 介はIf_::t・if'j L 

不可避にした。アメ 1）土vおよびハワイにいる朝鮮民族主
ていなか勺た lo1rix・'fげゴけがそれぞ＇';rtのゲルー 71，：乱l" 

義行l, アメリカの阿倍一今得ることきF第1主義に考えていす；：， } ) i，＿ も＇） I, )I凡：！1Jこ式、 l'137年I:1!1:i¥'ftがが二ふと
日，r，戦争勃発"/c(c'•11~:tiの完＂，＇f仁分裂は，抗日中め

中l弘J川 Tる［L;;I J分裂仁川正、して，，；iJjiirfの民1J>:j二l忠告
2大勢力，国民党軍と八路軍の対立にそのまま巻き込主

もはっきり別れて戦争に参加した。そして，」 0）際も11',:;
'1.たものであった。 (rドx後の南北朝鮮の対立は米ソの対

吋i'fif伴lv戸ょっ：人＇ ft. 」l、：行！：なんF' J) f，持・t＇、

離f1T1攻を繰＇ Iii三九二左 I I たの

朝鮮の民政運動はなぜこのようト二派閥ノJI's、什うんに｛）＼

迷L 1、fこの、ぺか3

¥ ［海外＇ Ji，「I家のr::1,i派閥争し＇） ，，ーゲ 〆 ブ

の問rmとWf:I妾iこが；びっし、ている。支配的江指導おの欠乏
が；if:刊すfl、を叩1「？なく I ;': Lカ川、日う Lて海外の

民！企 II三者o;'I•: ・'Dlい指噂れい現わ）.: : 'f；、「t,; ! f》
うか。「中岡ωょう／工とこんでの強い指導仰j、三•） 0） 条

H二が必要であ九 つ主り， dろくの外間務助f（何られるこ

，＇：：！（反映［ト i，のだ＇／ ；，；，朝最（， ) l ·~族主主主；＇,j(,f,JJの中：こ

'hニノ1,_tι形でc!-:/'.ifえてし、たのであるO） 

1/t 2 'i 1907年， 日本によ勺て武装解除された韓国

川のうに、コれにrzNi.，.てパ＂ r ，，ンj市訟に7ずさi,

寸土ーも 0)0

N 

以上7,-f，こように本舎は民族主義者の政治行動に焦点を

おし、て叙述している。著者の興味もまたそこにあったわ

り7
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けであ J I バ含：なことはF'.¥'lj望動の思想上し）来炭の系

譜にふjI •. i 、たいこととふろJ 民族主夜行；‘ば朝鮮

の実情事ナどろと r,え， どのような未来像売もっていたの

か。今日，朝鮮はま「たく桁異なる二ぷ）の政治体；f;IJのi,

2こにあ－， l二 l -,t.こく相りて人ζ，,i：来像を描l J 、一よう

に思Jオ l 人 . /1と民族辺，Jめt：おける思想 i：ι）'Je肢がど

う結o：「，・，、（いるのかη 立jこ， 円本の桶民地支配をどう

考え，どういう意味ケ人ていたのかο民肢の敵とL寸〉れ

たー日木とふたたびJ妥制（ 0グi"i復しようとしζいる今ll' 
朝鮮人0 ii l品！主どλ1;;_! ) ' .，ちろうかο jぺ！段成す

るのに氏以，＇），， f,J.1，主どんなn-r11／，・果たしたの J
っきっと経済情活との乱！？ぴペケであるの i崖jl fニ経済状態

にあ pた朝鮮o,F';liLl室効は， 3・1運動の擦も天道教，

＼・＂ヘト教なと ｛！）Hiほ；こ多く依｛（ ! . -~ ＇・、fニ。その後， 'jj

働組介／？にと、0）組織が同内で闘し、合股，mしたが．海外のlむ
M；寸：殺す，・IJほとんどそれ，らと結びつ会合持っていなか「

: 'I；ゴ忍わfI ；：，《 (/lj ヤトの民族主！（，Ji}j ／；：~：国の経済nよ？仁

前下 Jきを持ti,J、〉／こことが， J 1} l 1);Jきの一因マふーら

たと思われるが，そのような分析はなされていない。

そのような点で、浅された問題はあるにしても，中岡．

｜｜本の文献を馬区｛貸したが［・）0）実証（l':Jli＇分析は，朝鮮近代

’j政治的発展f：行 ／二 i：で、 犬、JょJJ}JIiーになるもれ央日
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